
（様式１）

　　文部科学大臣殿

 東海学園大学　学長　

松原　武久　 印

　　下記の課程を職業実践力育成プログラムに申請します。

記

①学校名： ②所在地：

③課程名：

④正規課程／履

修証明プログラ

ム：

⑤開設年月日：

⑥責任者： ⑦定員： ⑧期間：

⑨申請する課程

の目的・概要：

⑩４テーマへの

該当の有無

⑪履修資格：

⑫対象とする職

業の種類：

⑬身に付けるこ

とのできる能力：

⑭教育課程：

⑮修了要件（修

了授業時数等）：

⑯修了時に付与さ

れる学位・資格等：

⑰総授業時数： 743 時間

⑱要件該当授

業時数：

500.5

該当

要件

2,3,4

⑳成績評価の方法：

㉑自己点検・評

価の方法：

㉒修了者の状況

に係る効果検証の

方法：

㉓企業等の意見

を取り入れる仕

組み：

㉔社会人の受講

しやすい工夫：

㉕ホームページ：

事務担当者名： 所属部署：

連絡先：

＊パンフレット等の申請する課程の概要が掲載された資料を添付してください。

職業実践力育成プログラム（ＢＰ）への申請について

東海学園大学大学院経営学研究科

中小企業診断士登録養成課程

平成21年4月1日

愛知県みよし市福谷町西ノ洞21番地233

正規課程

平成27年10月7日

東海学園大学大学院

研究科長　堀田　友三郎 2年間

中小企業診断士登録養成課程では、中小企業の経営活動に対して適切な診断・助言を提供しうる

中小企業診断士を養成することを目的とする。

中小企業診断士登録養成課程：演習＋修士論文90時間、演習375時間、実習368時間

修士（経営学）、中小企業診断士の登録資格

中小企業診断士

8人

『中小企業診断入門』において、今後の課程進行に通ずる「コンサルタントプロセス」および「プロ

フェッショナリズム」についての修学スタイルを体得し、１年次の経営診断Ⅰ（演習と実習）、２年次の

経営診断Ⅱ（演習と実習）へと展開される。経営診断Ⅰは、企業の個別経営課題に対する診断・助

言能力を修得することを目的としている。経営診断Ⅱは、全社的視点に立った経営課題に対する診

断・助言の実務能力を修得することを目的としている。

中小企業活性化

（電話番号）0561-36-5555

（E-mail）    kikaku@tokaigakuen-u.ac.jp

東海学園大学　総合企画室

⑲要件該当授業時数

　　／総授業時数：

67%

学校教育法第102条に規定する大学院に入学できる者で、登録養成課程の開

講する年度または前年度に中小企業診断士第1次試験合格者。

調査・分析・プレゼンテーション等のスキル修得度及び受講状況

実習毎に受講生に対する「企業診断実習」のアンケート調査（「アンケート調査表」）を実施し、その調

査結果に基づき、実習内容、実習指導員の指導内容等を精査し、受講生の修得水準の審査、指導

員の検討及び実習の質の向上につとめる。

（身に付けられる知識、技術、技能）

中小企業診断士として助言ができる経営コンサルタント

（得られる能力）

財務分析力・現場感覚・戦略的思考力、コミュニケーション

能力

診断報告会を行ない、受診企業経営者が学生別に評価している。修了者の該当資格登録状況の把

握と実務における資格の活用状況の聴取を行っている。

（教育課程の編成）

実習診断先企業担当者と企業の決算書や事前の打ち合わせ等に基づき診断項目を編成している。

また、外部非常勤講師（企業）による教育プログラムの改善に対する意見を取り入れている。

（自己点検・評価）

診断報告会を行ない、受診企業経営者が全体にわたって評価している。実習先に対して事後アン

ケートを実施している。それを踏まえて、自己点検評価委員会を開催し、意見を集約し検討を行う。

学生が仕事と研究・研修を両立し、２年間で修了できるように、夜間講義を設けている。夜間講義や

土曜日・日曜日の開講、または集中講義（実習を含む）など、仕事をしながら勉学に励む学生の実態

に対して、可能な限り配慮した受入れ体制を整えている。IT環境や図書館等、充実した修学環境を

整えた三好キャンパスとアクセスに便利な名古屋の中心部に開設した栄サテライトキャンパスの両

方を利用できる。名古屋市中心部の修学・実習の基地として機能しうる栄サテライトキャンパス、じっ

くりと集中して研修課題に取り組むことのできる三好キャンパスという具合に、機能的な修学環境を

整えている。

（ＵＲＬ）https://www.tokaigakuen-u.ac.jp/graduate/enterprise_business/index.html

伊藤　恵介


